
平成３１年 ２月 第４１３号

浄恩寺同朋会報
電話 ０５２－８８１－８４７４

http://joonji.jp

浄恩寺 雅楽葬 検索

「
正
月
仏
花
」

約
１
ヶ
月
咲
い
て
い
た
仏
花

母
親
が
年
末
に
立
て
ま
し
た
。

認
知
機
能
が
低
下
し
、
デ
ー
サ

ー
ビ
ス
に
週
六
日
間
通
っ
て
い

ま
す
が
・
・
・
長
年
や
っ
て
き

た
立
花
は
、
デ
イ
帰
宅
後
、
疲

れ
て
い
て
も
す
す
ん
で
や
っ
て
く

れ
ま
す
。
母
親
の
流
儀
を
記
録

し
て
お
き
ま
す
。
今
の
う
ち
に
。

私
が
立
て
る
と
い
つ
も
ス
ッ
キ
リ

仕
上
が
り
ま
せ
ん
。

も
う
す
ぐ
、
前

住
職
の
一
周
忌
。

あ
っ
と
い
う
間
の

一
年
で
し
た
。
法

事
の
準
備
を
手
配

し
始
め
ま
し
た
。

「
お
墓
の
準
備
」

お
墓
も
新
し
く
作
ろ
う
と
、
現
在

計
画
中
で
す
。
私
は
伝
統
や
か
た
ち

に
こ
だ
わ
り
が
ま
っ
た
く
な
い
の
で
、

和
洋
折
衷
の
墓
石
を
建
て
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

何
よ
り
地
震
に
強
い
か
ら
で
す
。

日
本
各
地
を
襲
っ
た
震
災
で
、
多
く

の
墓
石
や
仏
壇
が
倒
れ
ま
し
た
。
壊

れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
ま
た
建
て
直

す
の
は
大
変
で
す
か
ら
・
・
・

墓
石
に
彫
る
文
字
は
、

「
倶
会
一
処
」

ま
た
は
旧
漢
字

「
倶
會
一
處
」

（
説
明
）
念
仏
の
信
仰
に
生
き
る
人
は
、
こ
の
世
の
命
が
終

わ
る
と
た
だ
ち
に
浄
土
に
生
れ
る
と
し
、
そ
こ
で
墓
碑
に
「
倶

会
一
処
」
と
刻
む
こ
と
が
か
つ
て
は
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
は
、
先
に
浄
土
に
往
生
し
て
い
る
先
祖
た
ち
と
、
共

に
同
じ
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
思
う
心
持
ち
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
し
、
ま
た
同
じ
浄
土
へ
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
喜
ぶ
姿
で
も
あ
り
ま
す
。

『
阿
弥
陀
経
』
に
、

「
舎
利
弗
。
衆
生
聞
者
。
応
当
発
願
。
願
生
彼
国
。
所

以
者
何
。
得
与
如
是
。
諸
上
善
人
。
倶
会
一
処
。
舎
利

弗
。
不
可
以
少
善
根
。
福
徳
因
縁
。
得
生
彼
国
。
」

「
畳
表
替
え
準
備
」

本
堂
建
立
し
て
二
十
年
が
た
ち
ま
し

た
。
畳
も
そ
ろ
そ
ろ
表
替
え
を
す
る
リ
ミ

ッ
ト
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

本
堂
は
常
時
椅
子
席
の
た
め
、
耐
久
性

の
高
い
畳
表
に
変
更
し
よ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
母
親
の
部
屋
、
二
部
屋
で
二
種

類
の
畳
表
を
試
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
ダ
イ
ケ
ン
の
和
紙
製
畳

②
セ
キ
ス
イ
の
樹
脂
製
畳

で
す
。

最
近
、
一
般
住
宅
和
室
、
葬
儀
会
館
和
室
に
多
く

施
工
さ
れ
て
い
る
た
た
み
で
す
。
風
合
い
、
香
り
、

は
、
「
い
草
」
に
は
勝
て
ま
せ
ん
が
、
「
い
草
」
に
比

べ
耐
久
性
、
コ
ス
ト
面
に
優
れ
て
い
ま
す
。

庫
裏
一
階
和
室
、
本
堂
、
本
堂
二
階
、
全
部
す
る
と
七
十
畳
に

な
り
ま
す
。
慎
重
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す

「
一
月
、
心
和
ん
だ
場
面
」

在
日
韓
国
人
家
庭
の
一
周
忌
法
要
、
お
供
え
料
理
の
彩
り
。
辛

さ
、
塩
分
控
え
め
の
優
し
い
味
で
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
で
綴
ら
れ
た
漢
字
、Facebook

で
見
つ
け
て
に

ん
ま
り
、
書
い
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

ふ
く
ち
ゃ
ん
、
一
月
二
十
八
日
が
誕
生
日
で
し
た
。

一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
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